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IRD-SSP（InfraRed Doppler - Subaru Strategic Program, 2019年春季年会 P318a）では、IRDとすばる望遠
鏡を用いた長期間のサーベイ観測によって、赤外線ドップラー法を用いてM型矮星を公転する地球型を含む惑星
を探索し、低質量星における惑星系の特徴を理解することを目指している。これまでに、IRD-SSP1∼2年目のス
クリーニング観測（e.g.2020年春季年会P320a）で確定したサンプル星に対して重点的に多数回の観測を行い、視
線速度（RV）モニターを進めてきた（e.g. 2023年春季年会 P301a）。IRD-SSPは当初五年間で終了する予定で
あったが、望遠鏡や装置のトラブル、COVID-19などの影響によって実施できなかった観測夜数が補填されたた
め、六年目も観測を行ってきた。本講演では、IRD-SSPでのRV観測の六年目の進捗状況を報告する。
IRD-SSPによるモニター観測では、自転速度が遅く高精度の RV測定が期待できるサンプル星に、1.RV変化

が大きく惑星をもつ可能性がある天体を調査するフォローアップ観測と、2.低質量の惑星までを探索可能にする
最大 80回の観測を目標としたモニター観測を行なっている。これまでに、34星以上が 40回以上の観測を終えて
おり、公転する可能性がある惑星を RV 変化の大きさから制限することができるようになった。。また、30回以
上観測したサンプルの中には比較的大きな RV変化を持つ天体や惑星によるものと考えられる変化を示す天体を
複数検出しており、フォローアップ観測によってこのような惑星の確認を重点的に行ってきた。


